
時代区分 世紀/年代 主要人物・出来事

鉄器時代初期

（ヴェーダ時代後期）
BC1000年～BC6世紀 農耕と定住の拡大

プレ・マウリヤ朝

（十六大国時代）
BC6世紀～BC4世紀

ゴータマ・ブッタ在世

南伝説：BC563-BC483

北伝説：BC463-BC383

マウリヤ朝 BC4世紀～BC2世紀 アショーカ王（在位：BC268-BC232）

シュンガ朝・

初期地域王朝
BC2世紀～BC1世紀 スリランカで初の経典編纂（BC1世紀）

クシャーナ朝 AD1世紀～AD3世紀 カニシカ王（在位：AD127～150）

グプタ朝 AD4世紀～AD6世紀 法顕（在世：AD337～422）

ヴァルダナ朝 AD７世紀

玄奘（在世：AD602～664）

ハルシャ・ヴァルダナ（戒日王）（在

位：AD606～647）

ラージプート時代

パーラ朝（ベンガル地

方）

AD7世紀中頃～12世紀 空海（在世：AD774～835）

マガダ国やコーサラ国などの大国が覇権を争った時代。タライ地方では釈迦族が

カピラヴァストゥを拠点に都市活動化　北方黒色研磨土器（NBPW）、最古の銀製打刻貨幣

鉄器による森林開拓と農業の発展、彩文灰褐色土器（PGW）と黒赤色土器（BRW）

インド初の統一帝国。アショーカ王によるルンビニ巡礼と石柱建立、仏塔・僧院の整備

タライ地方、焼成レンガの使用開始、北方黒色研磨土器（NBPW）

玄奘「大唐西域記」による巡礼記録（カピラヴァストゥの荒廃）　ヒンドゥー教の台頭

ハルシャ王、玄奘に帰依。ナーランダー僧院を経済的に支える。

7世紀中頃「大日経」が成立、大乗仏教が密教へ

法顕「仏国記（法顕伝）」による巡礼記録（カピラヴァストゥ衰退の兆候）

ナーランダー大僧院の設立

無著（アサンガ）・世親（ヴァスバンドゥ）: 4～5世紀の人物。唯識思想

カニシカ王の庇護下で大乗仏教が発展。マトゥラー美術（インド北部）、ガンダーラ美術

（パキスタン北西部～アフガニスタン東部）の両地域で仏像制作が本格化

ナーガルジュナ（龍樹）: AD2世紀頃「空」の思想を体系化し、大乗仏教の基礎を築いた。

タライ地方はレンガ建築の最盛期、テラコッタ像の大量生産。

シルクロード交易が最盛期を迎え、中央アジア・中国へ仏教が伝播

赤色土器（Red Ware）

タライ地方は都市インフラが整備され繁栄期へ。教えの文字化（パーリ語）と伝播

赤色土器（Red Ware）



デリー・スルターン朝 AD13世紀初頭～AD16世紀前半
イスラーム教徒の王（スルターン）

がデリーを首都として統治

8世紀、後期密教（タントラ仏教）へ

ヴィクラマシーラ僧院の設立: ナーランダー僧院と並ぶ後期仏教（密教）の最高学府、タント

ラ仏教の拠点

北インドでは仏教教団がほぼ消滅（ネパールやチベットへ一部避難・存続）

民衆はヒンドゥー教、支配層はイスラーム教


